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既
報
の
と
お
り
，
2
0
0
7
年

3
月

2
5
日
の
能
登
半
島
地
震
発
生
を
受
け
，
能
登
半
島

地
震
に
よ
る
余
効
変
動
や
余
震
に
伴
う
変
動
等
を

捉
え
，
こ
の
地
震
の
断
層
運
動
や
震

源
域
周
辺
の
力
学
特
性
を
解
明
す
る
た
め
に
，

4
大
学
で
協
力
し
，
震
源
域
近
傍
で
緊

急
G
P
S
観
測
を
開
始
し
た
（
図
１
）
．
３
月
２
５
日
か
ら
２
８
日
に
か
け
て
，
輪
島
市
か

ら
七
尾
市
に
い
た
る
東
西
約

2
0
k
m
，
南
北
約

4
0
k
m
の
領
域
内
の

1
2
箇
所
に
２
周
波

G
P
S

受
信
機
を
設
置
し
，
連
続
観
測
を
行
っ
て
い
る
．
基
本
は

3
0
秒
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
あ
る

が
，
一
部
観
測
点
に
お
い
て
は
余
震
に
よ
る
変
動

を
検
出
す
る
こ
と
も
目
指
し
て
１
～

1
0
秒
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
観
測
を
行
っ
て
い
る
．
こ
れ
ま
で
に
回
収
し
た

4
月

1
2
日
ま

で
の
デ
ー
タ
解
析
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
．
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よ
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D
if
fe
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ia
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Co
d
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B
i
a
s
，
方
位
依
存
性
も
考
慮
し
た
ア
ン
テ
ナ
位
相

特
性
デ
ー
タ
を
用
い
て
，
静
的
測
位

解
を

計
算

し
て

い
る

．
さ

ら
に

，
日

本
列

島
内

お
よ

び
東

ア
ジ

ア
の

IG
S

観
測

点
を

I
T
R
F
2
0
0
5
準
拠
の
座
標
に
拘
束
し
て
，
臨
時
観
測
点
お
よ
び

G
E
O
N
E
T
観
測
局
の
座
標

を
計
算
し
て
い
る
．
座
標
時
系
列
が
求
ま
る
と
，

空
間
フ
ィ
ル
タ
ー
を
適
用
し
て
共
通

な
系
統
誤
差
を
除
去
し
て
い
る
．

 

 
図
２
～
４
に
，
求
ま
っ
た
座
標
３
成
分
の
日
変

化
の
時
系
列
を
示
す
．
図
２
に
明
ら

か
な
よ
う
に
，
全
体
的
に
西
向
き
の
変
動
が
支
配
的
で
あ
る
．
特
に
，
S
N
D
I
や

A
N
G
M

な
ど
震
源
域
に
近
い
観
測
点
で
大
き
い
．
ま
た
，
M
N
Z
N
と

AK
G
M
で
は
南
向
き
の
成
分

も
大
き
い
．
た
だ
し
，
M
N
Z
N
と

UR
K
M
は
隣
接
す
る
観
測
点
で
あ
る
が
，
そ
れ
ぞ
れ
沈

降
と
隆
起
と
上
下
変
位
の
セ
ン
ス
が
逆
転
し
て
お

り
，
ロ
ー
カ
ル
な
地
盤
変
動
の
影
響

を
受

け
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い
る

可
能
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否
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で
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な
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．
そ

の
他

，
N
K
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も
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沈
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る
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図
５
～
６
お
よ
び
７

～
８
に
，
異
な
る
期
間
の
水
平
変
動
お
よ
び
上
下
変
動
を
そ
れ

ぞ
れ
示
す
．
震
源
域
か
ら
遠
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離
れ
た

G
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O
N
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T
観
測
局
に
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著
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変
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れ
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で
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り
き
れ
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な
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統
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が
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っ
て
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と
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し
か
し
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I
な

ど
と

も
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盆
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間
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水
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を
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も
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い
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一
方
，
震
源
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臨
時
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（
WM
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，
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目
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震
源
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効
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あ
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近畿北部の地殻活動　〜丹波山地における微小地震活動の静穏化〜
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近畿北部の地殻活動 ～地殻変動連続観測のトレンド変化～

京都大学防災研究所地震予知研究センター

第２図 逢坂山観測所における歪変化、地下水位と日雨量（ 1999年１月～ 2007年４月）

降雨からの地下水位推定値と
実測水位が大きくずれた

第１図 天ヶ瀬観測室における歪変化と日雨量（1999年１月～2007年４月）

豪
雨
に
よ
る
出
水
の
た
め

計
器
が
水
没
し
た
。
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第３図 屯鶴峯観測所における歪変化と日雨量（1999年１月～2007年４月）

近畿地方横坑連続観測点3点の1999年1月～2007年４月の伸縮計記録を示す。トレンド変化点
を矢印で示した。逢坂山については各グラフ間の注目すべき対応点を示している。

（森井 亙・尾上謙介）

第４図 観測所位置図
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2007年４月15日三重県中部地震時の地殻変動連続観測結果

４月15日三重県中部地震時の、京都大学のいくつかの地殻変
動連続観測点での歪記録を示す。いずれも1.0E-9台のコサイス
ミックステップを記録している。京都大学防災研究所では、南海
地震に対応した研究の一環として紀伊半島、 田辺市中辺路に簡
易短スパン歪計(尾上謙介他・2005、2006＝スパン約75cm)を
設置した。この計器の設置後すぐに発生した地震であったが、明
瞭な歪地震波を記録した。なお、4段目は逢坂山坑道内で観測し
ている地下水位である。
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地殻活動総合観測線最近１年の観測結果
京都大学防災研究所地震予知研究センター

第１図 観測点位置図

第２図 天ヶ瀬観測室における歪変化と日雨量（2006年5月～2007年4月）
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第４図 逢坂山観測所における歪変化、地下水位と日雨量（2006年5月～2007年4月）

第3図 屯鶴峯観測所における歪変化と日雨量（2006年5月～2007年4月）
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第５図 上宝観測所蔵柱観測室における歪変化と日雨量（2006年5月～2007年4月）

第６図 北陸観測所における歪変化と日雨量（2006年5月～2007年4月）

E1

E2

E3
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第８図 伊佐観測室における歪・傾斜変化と日雨量（2006年5月～2007年4月）

日雨量500ミリを
超える豪雨

第７図 宮崎観測所における歪・傾斜変化と日雨量（2006年5月～2007年4月）
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第９図 宿毛観測所における歪・傾斜変化と日雨量（2006年5月～2007年4月）

第10図 槇峰観測室における歪・傾斜変化と日雨量（2006年5月～
2007年4月）
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第11図 高城観測室における歪・傾斜変化（2006年5月～2007年4月）

第12図 串間・大隈，観測室における歪・傾斜変化と日雨量

（2006年5月～2007年4月):雨量(アメダス/田代)
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